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下北地域広域的地域活性化基盤整備計画 

及び地域自立・活性化交付金について 
 

 

 

１．都道府県が地域の自立・活性化を推進するため、生産・物流機能の強化、都市・農村交流の促進、

観光活性化、地場産品の活性化など、民間中心の広域的活動の促進に資するため、基盤の整備等を

記載した下記の広域的地域活性化基盤整備計画が国土交通大臣から了解が得られ、地域自立・活性

化交付金の内示がありました。 

 

 ・計画の名称：下北地域 

 ・計 画 期 間：平成１９年度から平成２３年度 

 ・計画の概要：広域交通拠点である東北新幹線七戸駅（仮称、Ｈ２２年度開業予定）と下北地域の

観光拠点との連携を強化することにより、広域的な観光の活性化を図る。そのため

に必要な下北地域内の観光拠点間のアクセスを改善するための道路整備を推進す

る。 

 ・基 幹 事 業：道路 

 ・平成１９年度交付額：４９．５百万円 

 

 

２．下北地域広域的地域活性化基盤整備計画の概要は青森県県土整備部道路課のホームページで公表

しています。 

    道路課ホームページ     http://www.pref.aomori.lg.jp/douro/index.htm 

 

 

 

 



下北地域広域活性化計画の概要 青森県

計画のポイント

・広域交通拠点である東北新幹線七戸駅（仮称、Ｈ２２年度開業予定）と下北地域の観光拠点との連携を強化することにより、広域的な
観光の活性化を図る。
・そのために必要な下北地域内の観光拠点間のアクセスを改善するための道路整備を推進する。

１．計画の目標
広域交通拠点「東北新幹線七戸駅（仮称、

Ｈ２２年度開業予定）」と下北地域の観光拠
点との連携強化により観光を活性化し下北
地域の自立的な発展を目指す。

１．計画の目標
広域交通拠点「東北新幹線七戸駅（仮称、

Ｈ２２年度開業予定）」と下北地域の観光拠
点との連携強化により観光を活性化し下北
地域の自立的な発展を目指す。

２．目標を定量化する主な指標
観光レクリエーション客入込数（万人）：
２４７（Ｈ１８年度）→２９６（Ｈ２３年度）

２．目標を定量化する主な指標
観光レクリエーション客入込数（万人）：
２４７（Ｈ１８年度）→２９６（Ｈ２３年度）
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広域的地域活性化基盤整備計画の目標及び計画期間

交付期間

目標設定の根拠

目標を定量化する指標

従前値 目標値
単位 基準年度 目標年度

万人／年 247 Ｈ１８ 296 Ｈ２３

課題
　下北地域は、県内でも有数の観光地でありながら、県庁所在地の青森市から遠距離にあり、高速交通体系も未整備となっている。道路ネットワークの整
備も遅れており、狭小幅員の道路や冬期閉鎖路線、また代替路のない道路などが多くなっている。よって、国道などの幹線道路が主な観光施設を結ぶ道
路となっており、これら幹線道路が安全で、安心して通行できることが求められている。

将来ビジョン（中長期）
　平成２２年度開業予定の東北新幹線七戸駅（仮称）開業、地域高規格道路下北縦貫道路の整備促進により、下北地域への高速交通体系が整備され、地
域外の広域からの来訪者を増加させ、下北地域の活性化を図る。

平成　１９　年度 ～ 平成　２３　年度 平成　１９　年度 ～ 平成　２２　年度

広域的特定活動
むつ市にある「むつ下北観光物産館（まさかりプラザ）」、風間浦村にある「活イカ備蓄センター」、佐井村にある「津軽海峡文化館（アルサス）」などにおいて、下
北地域の観光地の紹介や物産の販売、歴史的な民具の紹介などを行い、地域外からの来訪者を増加させる。

経緯及び現況
　下北地域は、県内でも有数の観光地であり、年間２５０万人前後の観光入込客数がある。東北新幹線八戸駅開業後、ピークの２７８万人の観光入込客数
であったが、現在は減少傾向にある。こうした中、東北新幹線七戸駅（仮称）が平成２２年に開業予定であり、また地域高規格道路下北縦貫道路の整備中
であり、下北地域への高速交通体系が整いつつある状況にある。

下北地域の主要観光施設への入込客数観光レクリエーション客入込数

新幹線開業効果を活かし、広域的な情報発信等により、年
間を通じた観光客など広域からの来訪者の増加を図る。

青森県都道府県名 計画の名称 下北地域広域的地域活性化基盤整備計画

計画期間

指標
定義 目標と指標及び目標値の関連性

目標
　広域交通拠点「東北新幹線七戸駅（仮称、Ｈ２２年度開業予定）」と下北地域の観光拠点との連携強化により観光を活性化し下北地域の自立的な発展を目指
す。



拠点施設

施　　設　　名 所　　在　　地

設　置　主　体 管理・運営主体

設置（予定）年月 拠点施設の区分

広域的特定活動の区分 拠点施設の整備の有無

なし

重点地区（設定する場合に記述）

広域的特定活動との関係

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
＜現況＞
　広域からの来訪者に対して、下北地域の観光地や物産の紹介や販売、烏賊様レースの開催、歴史的な民具などの展示を行う。、

＜将来＞
同上

＜拠点施設に設定した理由＞
　「むつ下北観光物産館（まさかりプラザ）」は下北地域の観光・物産を紹介・販売するもので広域的活動の拠点となる施設である。また「活イカ備蓄セン
ター」や「津軽海峡文化館（アルサス）」は地域の特色を活かした観光施設であり、広域的活動の拠点となる施設である。

むつ下北観光物産館、活イカ備蓄センター、津軽海峡文化館

＜概要及び整備計画＞
  「むつ下北観光物産館（まさかりプラザ）」は下北地域の観光地、物産の紹介・展示、「活イカ備蓄センター」は新鮮なイカの備蓄・提供、元祖烏賊様レース
の常設レース場を設置、「津軽海峡文化館（アルサス）」は本州最北端の博物館として物産の販売や工芸品・民具の展示を行っている。
　
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　基幹事業は拠点施設と下北地域の中心都市であるむつ市や平成２２年開業予定の東北新幹線七戸駅（仮称）へのアクセス道路である。
　
＜目標と広域的特定活動・拠点施設との関係＞
　広域交通拠点「東北新幹線七戸駅（仮称、Ｈ２２年度開業予定）」と下北地域の観光拠点との連携強化により観光を活性化し、地域社会の自立的な発展
を目指す。

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

むつ市、風間浦村、佐井村

むつ市（Ｈ５．４月）、風間浦村（Ｈ５．４月）、佐井村（Ｈ２．３月）
観光旅客に対する観光案内、宿泊その他の役務の提供に
関する事業活動

むつ市、風間浦村、佐井村

むつ市（指定管理者）、風間浦村（指定管理者）、佐井村（指定管理者）

一団地の観光施設

有　　　・　　　無



観光レクリエーション客入込数（万人／年） 247（18年度） → 296（23年度）
（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）
（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

代表的
な指標

下北地域（青森県）　整備方針概要図

目標
広域交通拠点「東北新幹線七戸駅（仮称、Ｈ２２年度開業
予定）」と下北地域の観光拠点との連携強化により観光
を活性化し下北地域の自立的な発展を目指す。

● 拠点施設
■ 基幹事業
○ 関連事業
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拠点施設「むつ下北観光物産館」

拠点施設「活イカ備蓄センター」

拠点施設「津軽海峡文化館」

基幹事業　国道３３８号（福浦橋架替）

基幹事業　長後川内線（霞橋補修）

基幹事業　薬研佐井線（奥薬研１３号橋補修）

関連事業　国道２７９号（有戸北）

関連事業　国道２７９号（むつ南）

関連事業　田名部川広域河川改修

関連事業　国道３３８号（宇曽利）

関連事業 国道２７９号（二枚橋）

関連事業　国道２７９号（小赤川橋補修）
関連事業　国道２７９号（易国間災害防除）

関連事業　国道３３８号（長後）

関連事業　国道３３８号（七曲橋補修）

関連事業　脇野沢川総合流域防災

関連事業 長後川内線（福浦橋ほか５橋補修）

基幹事業　九艘泊脇野沢線（脇野沢）

基幹事業　むつ恐山公園大畑線（上大畑橋補修）

関連事業　九艘泊脇野沢線（脇野沢）




